
- 3 -

◎ デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

18 創世記 ４７ 黙示録 ４ 使徒 １：１２～１４
19 ４８ ５ 祈 詩篇 ５：１ ～１２
20 ４９ ６ り 使徒 １０：１ ～８
21 ５０ ７ の 使徒 １０：３４～４８
22 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ １ ８ 準 エペソ ３：１４～１９
23 ２ ９ 備 コロサイ ４：２ ～６
24 ３ １０ Ⅰﾃｻﾛﾆｹ ５:１４～２２
25 ４ １１ マタイ ６：１ ～１５

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕生日（１９日 増田 真砂 姉）

① 教会創立38年を迎えた姫路あけぼの教会の前途に祝福を。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 山崎康延兄の霊肉の健康と歩みの上に祝福があるように。
④ ｷﾘｽﾄ伝道会「歴史編纂委員会」(田添禧雄師）に祝福を。

１ 聖霊降臨祭(ペンテコステ）礼拝 ６月８日(日)午前10時
次週礼拝後ペンテコステ礼拝の案内を発送を行います。

２ 本日の礼拝に仲森文穏先生がご出席くださり、幸いな
み言葉を取次いで戴き感謝します。

３ 暑さが段々と加わってきました。インフルエンザとコロ
ナの感染及び花粉症にも留意しつつ、体温測定、手洗いの
励行、マスクを着用して礼拝に出席しましょう。高齢の方、
施設に入所の方々、病気の方々のためお祈りしましょう。

４ 新会堂建築のため 新会堂のために祈り捧げましょう。

牧会短針 先週、教会総会を開くことが出来て感謝します。
10日(土)に総会資料を印刷中に輪転機が故障し、急遽コピー
機に切替えて完成することが出来ました。総会の決算報告を
考慮しながら、故障した輪転機の処分について話合いました。
修理しないで廃棄処分することに決定し、手続きをしました。
今後、輪転機は購入せず、すべての印刷をコピー機で行うこ
とにし、週報の形体も以前の様式に戻すことにしました。

また礼拝と祈り会が充実し、伝道を重んじ、長欠者の方々
が回復され、受洗者も起こされ、教会が更に充実することを
目指して歩んでいきたいと心新たにしました。続いてお互い
に励んで祈り、証し人としての歩みをさせて戴きましょう。

今週の牧師の予定 20日 こころの会 22日 キ障協役員会

◎先週の報告 礼拝8名,教会総会8名,子ども教会１＋6名

◎今週の御言葉 「野の花、空の鳥」（ルカの福音書12章22
節～34節) 「何はともあれ、あなたがたは、神の国を
求めなさい」(12:31) 仲森文穩
○「いのちのことで何を食べようかと心配したり、からだのことで何を着

ようかと心配したりするのはやめなさい」と、イエス様は仰います。そして喩
えに用いられるのが、カラスであり野の花です。カラスは凶暴ですが、親
子の情は深いようです。昔、木から落ちてきた子ガラスを外で飼ったとこ
ろ、親ガラスが毎日きて、「返せ、返せ」と口ばしで木の枝を突っつき、恐
ろしい程でした。また鳩にエサをやっていたら、カラスが飛んできたので、パ
ンくずを投げてやると、口ばしで10ヶくらい上手に咥えて巣に持ち帰るの
でした。神戸の教会にいた頃、教会前の喫茶店のオウムが日本語ぺら
ぺらで、オハヨウなど挨拶は勿論、走っている人を見ると「ファイト、ファイ
ト」と声をかける。自分のまねをしてはばたく人を見ると「アホー」と叫ぶ。
実に賢いオウムです。しかし、その鳥たちがうらやむくらい、神様の愛は私
たち一人一人に豊かに注がれています。
○「野原の花がどのように育つかを考えてみなさい。働きもせず、紡ぎ

もしない。だけど栄華を極めたソロモンでさえ、この花の一つほどにも着飾
っていなかった」とイエス様は仰います。ソロモン王は巨万の富を築き、豪
華な服を着ていたと思われます。しかし、この野の花一輪の装いは、あのソ
ロモンも及ばない、と言うのです。実に痛快です。しかし、花の命ははかな
いのも事実です。でもそんな野の草でさえ、神様は美しく装っておられる。
「ましてあなたがたには、どんなによくしてくださることでしょう」。実にイエス
様のお言葉は感動的です。
○鈍い感性の私でも、花を見て神様の愛を感じる時があります。例え

ば、礼拝堂の生花です。この花は自然に存在するのでなく、活ける人が
おられるのです。講壇の花には、この花を見て慰められるように、との活け
る人の祈りがあります。世の中で気づきにくいのが神様の愛、そして人の
小さな愛です。イエス様は、空の鳥にも野の花にも、神様の愛をご覧に
なります。カラスが白鳥を見て、自分も白くなりたいと思い、体を洗い続け
る童話がありますが、人間の作り話です。実際には、彼らは背伸びもせ
ず、卑屈にもならず、ありのままの装いで生きています。人間だけが、背伸
びしたり卑屈になったりして、ありのままの姿を感謝できないでいます。人は
あれもこれもと思い悩んで悩みを丸抱えしますが、どんなタフな人でも
つぶれます。「気をもむことをやめなさい。あなたがたの父は、それがあなた
がたにも必要であることを知っておられます。何はともあれ、あなたがたは、
神の国を求めなさい」と、イエス様は仰います。自分の力で何とかしようと
思い悩むのではなく、神の国（神様のご支配）を求めなさい。神様の御守
りにあなた自身をゆだねなさい、とイエス様は教えておられます。


